
＜＜「ダイバーシティ推進」への取り組みについて＞＞ 
■「ダイバーシティ推進」のために既に取り組んでいること（複数回答可） 

勤務時間・場所の柔軟化と長時間労働の削減135
経営トップを核にした体制・計画づくり 133
多様な人材の積極的な登用・採用 120
キャリア形成や能力開発のための教育・研修の拡充108
多様な人材が働きやすい環境・体制の構築106
自社の経営理念とダイバーシティ経営の明確化100
マネジメント層の意識改革・スキル開発 95
職務の明確化・公正で透明性の高い人事評価制度88
適正配置を可能にする機会や業務の創出85
多様性を引き出し活かす配置・転換 84
「違い」を強みにつなげるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活性化・職場風土づくり79
情報共有・意思決定プロセスの透明化 50
多様なｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通した成果の発信・共有37

■ダイバーシティ推進のための組織について ■御社のダイバーシティ推進への取り組みは

世間一般・他社よりもかなり進んでいると思う12
人事部門内に設置 89 世間一般・他社よりもやや進んでいると思う53
人事部門とは別の独立した組織を設置 20 世間一般・他社並みだと思う 56
特に組織は設置していない 57 世間一般・他社よりもやや遅れていると思う36

世間一般・他社よりもかなり遅れていると思う11
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　　　■推進組織の責任者は 　　■現在の推進責任者の性別は

代表取締役 10 男性 61
取締役・執行役員クラス 37 女性 44
部門長・部長クラス 45
課長クラス 16
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多様性を引き出し活かす配置・転換
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情報共有・意思決定プロセスの透明化

多様なｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通した成果の発信・共有
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「設置している」と回答



■「ダイバーシティ推進」のための主要テーマとして現在取り組んでいるのは（複数回答可） 

女性の活躍推進 154
障がい者の雇用・活用 93
シニアの活躍・活用 79
外国人の活躍・活用 73
個の尊重・活用 43
LGBTへの対応 21
その他※ 6

＜＜女性活躍推進法の施行により、どう変化すると思うか＞＞
■女性社員の「採用難易度」は ■女性社員の「定着率」は

これまでよりだいぶ女性社員が採用しやすくなると思う8 これまでよりだいぶ高まると思う10
これまでより少しは女性社員が採用しやすくなると思う32 これまでより少しは高まると思う78
特に大きな変化はないと思う 101 特に大きな変化はないと思う 78
これまでより少しは女性社員が採用しづらくなると思う21 　 これまでより少しは下がると思う2
これまでよりだいぶ女性社員が採用しづらくなると思う5
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■「ダイバーシティ」並びに「女性活躍推進」に関連したテーマやプログラムとして関心があるもの（複数回答可） 

管理者層の意識改革 106
働き方・ワークスタイルの改革 92
女性社員の意識改革 85
女性リーダー候補者層の意識改革 80
女性リーダーの育成 76
多様性を活かす組織づくり 64
ダイバーシティ推進のための風土改革 63
育児や介護と仕事の両立支援や職場復帰支援60
ダイバーシティ視点からの人事・評価制度の見直し54
ロールモデルやメンターの育成 52
キャリアデザイン 47
ワークライフバランス 41
ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知方法41
非正規社員の育成・戦力化 25
情報の共有化や意思決定プロセスの透明化17
その他※ 4
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※その他：

・LGBTに対する企業の対応

・シニア層の活用

・女性営業職の育児との両立支援

・テレワーク導入や残業低減など生産性向上に

向けた取組み

※その他：

・長時間労働の削減

・働き方改革（残業削減、柔軟な働き方を推進する制度推進等）

・経験・価値観の多様性

・Global Rotation /Succession Plan

・組織開発（企業風土の変革）

・女性、シニア、外国人、LGBTとこだわらず偏見を持たず、有能

な人材を適材適所に配置活用しているだけにすぎず、あえてダ

イバーシティは意識していない


